
















































































論 文 内 容要
 ご
日
研 究
目
的
 胸部領域の悪性謹瘍治療に放射線療法,なかんずく放射線肺炎及び肺線維症が障害となってい
 る。この肺障害を惹起しないようにする目的で,動物にかいて60COの照射方式と,放射線肺炎
 と,肺線維症との発生機序との関係を追究した。この除肺感染症が影響するか否かも追求するた
 め,その代表として結核感染肺を選んだ。
実
膜 方 駈法
 放射線肺炎及び肺線維症を発生させる目的で,家兎の健康肺と結核感染肺に60eQ一回大量照
 射,分割照射を行い,胸部X線写真かよび病理組織学的所見について検討した。すなわち体重約
 2～5既の健康白色家兎81羽を以下の7群に分けた。両側肺に5000R一回照射群(Aa,
 11羽),両側肺に500R宛連日18回照射した群(Aη8羽),両側肺にて,000R苑連
 日9回照射した群(Ac,12羽),処置しない群(K,2羽),結核菌感染のみの群(Ba,16
 羽),結核菌感染後5週間目からストレプトマイシン50恥9を一週に6日間連続注射した群
 (Bb,11羽),結核菌感染後5週間目にろ,oooR一回照射欝(G,21羽),「照射方法」
 ;A群では島津ST600M2型治療装置〔線源60Co500Gi)により,胸部固定照射を諭こ
 なった。照射条件は線量率25R/分,照射野4、5×5㎝,線源皮膚間距離45㎝であった。C
 群では島津裂二重回転型治療装置RT-10,000(線源60eo.2000Ci)により・胸部固定照射
 をかこなった。照射条件は線量率85R/分,照射野2×4㎝,線源皮膚間距離60㎝であ?た。
 「精核菌感染方法」;ソートン培地に約5週間培養した牛型結核菌D-4α1恥9/㏄を含む菌
 液1㏄を耳静脈より注射した。
 胸部X線写真は結核菌感染群で撮影した。肺の病理組織学的検索;健康家兎群(A,K)では
 屡殺及び死亡家兎から,結核菌感染群(B,G)は屠殺家兎から肺臓を摘出した。10%ホルマ
 リン固定後,バヲフ千ン切片を調整し,ヘマトキシリン・エオジン染色,ワン.ギーソン染色,
 ワイゲィレトの弾力線維染色,マ・り一アザン染色を行った。屠殺方法は耳静脈からの空気栓塞に
 よった。肺臓の結核菌培養lB群は右側肺,c群では両側廓でむこなった。その他;結核菌感染
 群(B,G)で体重,赤血球数,白血球数,ヘマトクリツト値,血清蛋白などの変動について模
 討した。
成
虫
員
糸
 1健康家兎群㈹について:5000R一回照射群では照射後10週迄観察したが死亡を認め
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 左かつた。免GOOR分割照射群,即ち4,000R×9回照射群では26週の経過のうち,12
 羽中9羽死亡し,500Rx18回照射群では8羽中5羽が死亡し,前者で後者より死亡率が高'
 かった。曾000R分割照射群では5000R一回照射群に比較して,病理組織学的変化が強く,
 特に死亡例で顕著であった。即ち5,000R一回照射群では無気肺,肺気瞳,斌喰細胞,蘭質
 の細胞浸潤,肺胞壁の肥厚と軽度の線維増加をみとめたが,肺胞腔内の浮腫,線維素様物質の析
 出は少なかった。9000R分割照射群の屠殺例では肺気腫,無気肺か強く,肺胞壁の肥厚や線
 維化を詰め,膠原線維や格子線維が増加していた。肺胞上皮には著変がなかった。間質の浮腫,
 細胞浸潤は多数例でみられ,細気管支の上皮増殖と粘液分泌亢進様の状態を多く認めた。分割照
 射群の死亡例では肺胞上皮の剥離が強く,塵々巨細胞の形成,硝子様膜,泡状細胞を認めた。又
 肺胞壁の硝子様変性と線維化が強く,骨様組織の造成が著明で,細気管支の上皮増殖と粘液分泌
 亢進様状態が強かった。
 皿結核感染家兎群(B,G)について:5,000R照射群では照射後短期間に著るしく多数
 の死亡を認めた。胸部X線写真は結核感染のみの群と3,000R照射群で高度の結核性陰影がみ
 られ,後者では特に強かった。ストレプトマイシン治療群では治療4週後に殆んど異常所見がみ
 られなかった。病理組織学的にはろ,000R照射群では浮腫が強く,泡状細胞と硝子・様膜並びに
 廉胞壁の硝子様変性と線維増加がみられた。これらの変化はストレプトマイシン治療群では殆ん
 ど親祭されなかった。又5,000R照射群では結核感染のみの群とストレプトマイシン治療群に
 比し,気管支上皮の増殖や粘液分泌亢進様状態が強かった。以上の病理組織学的変化,死亡率,
 胸部x線写真の変化の他に,肺臓の結核菌培養,並びに,体重,赤血球数,白血球数,ヘマトク
 リット値,血清蛋白等の変動について検討したが,各群間に著るしい差異を認めなかった。
結 語
 1)健康家兎群:脳部分割照射総線量が9000Rの時は,一回宛の線量の多い群で多くの死
 亡を詰めた。病理組織学的には5臼00R一回照射で,軽度の無気肺,肺気蝋,肺胞腔内浮腫・
 泡状細胞,肺胞壁肥厚と線維化,細気管支上皮の増殖などを認めたが,9000R分割照射群ぞ
 は以上の変化が増強し,硝子様膜,肺胞壁の硝子様変性を屡々認めた。2)結核感染群;5000
 R照射後短期間に著るしく多数の死亡を認めた。病理組織学的には5000R一回照射健康家兎
 群でみられなかった硝子様膜と肺胞壁の硝子様変性を観察し肺感染が60CO照射で発生する病理
 組織像を修飾することを認めた。
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 審査結果の要旨
 胸部領域の悪性腫瘍の放射線療法に放射線肺炎及び肺線維症が障害となっている。著者はこの
 肺障害を予防する目的で,兎にかいて6000の照射方式と,放射線肺炎並びに肺線維症の発生機
 序との関係を検討し,更に肺感染症がこれに影響するか否かを追求している。実験方法として家
 兎の健康肺と結核感染家兎の肺に冊eo一回大量照射,分割照射を行なっている。すなわち体重
 約2～ろ既の健康白色家兎81羽を以下の7群に分けている。両側肺に亀000R一回照射群
 (U羽),両側肺に50eR宛連日18回照射した群(8羽),両側肺に1,000R宛連日9
 回照射した群(12羽),娼置しない群(2羽),結核菌感染のみの群(16羽),結核菌感染
 後5週間目からストレプトマイシン50η9を一週に6日間連続注射した群(11羽),結核菌感
 染後5週間目に5,000R一回照射群(21羽)としている。結核菌感染は牛型結核菌D-4
 財㎎を耳静脈より注射レ,行なっている。,この際胸部x線写真冷よび病理組織学的所見,ならび
 に体重,赤血球数,白血球数,ヘマトクリツト値,血清蛋白などの変動について検討している。
 かぐして次の結果を得ている。健康家兎群については,5000R一回照射群で照射後10週迄
 観察しているが死亡を認めていない。総線量2000Rを分割照射した群では26週の経過のう
 ち,一回1,000R宛分割照射した群が500R宛分割照射した群に比し死亡率が高かった。
 5,000R一回照射家兎肺の病理組織学的所見は軽度の無気肺,肺気腫,肺胞腔内浮腫,泡状細
 胞の出現,肺胞壁肥厚と線維化,細気管支上皮の増殖,間質の細胞浸潤,骨様継織の造成辱であ
 り,2000R分割照射群では以上の変化が増強し,更に硝子様膜形成や肺胞壁の硝子様変性な
 どの重積された所見を得ている。結核感染家兎群については5000R一回照射をした群は照射
 後短期間に著るしく多数の死亡を認めている。胸部X線写真は結核感染のみの群と3』000R一
 回照射群で高度の結核性陰影がみられ,後者では特に強い所見を得ている。ストレプトマイシン
 治療群では治療4週後には殆んど異常所見がみられない。病理組織学的には5000R一回照射
 群セは健康家兎に同一線量を一回照射した群でみられた変化の他に硝子様膜の形成,ならびに肺
 胞壁の硝子様変性を観察している。これらの所見は健康家兎に2000Rを分割照射した群の病
 理組織学的所見に類似する傾向を示していた。以上の病理組織学的変化,死亡率,胸部X線写真
 の他に肺臓の結核菌培養,ならびに体重,赤血球数,.白血球数,ヘマトクリツト値,血清蛋白の
 変動について検討レているが,各借間に著るしい差異を認めなかった。
 以上の所見は放射線療法に対する生体反応の機序あ二ろに新しい知見を加え,臨床的に放射線
 一肺炎ならびに肺線維症予防に照射線量が最も重要であることとf肺感染も関与していること'を示唆
 している。
 したがって本研究は学位を授与するに値するものと判定する。
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